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書
　
評

海
　
野
　
福
　
寿
編

『
日
韓
協
約
と
韓
国
併
合
－
朝
鮮

植
民
地
支
配
の
合
法
性
を
問
う
』小

川
原
　
宏
　
幸

　
一
九
九
二
年
一
一
月
の
第
八
回
交
渉
を
も
っ
て
中
断
し
て
い
た
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
共
和
国
と
略
記
）
と
の
国
交
正

常
化
交
渉
再
開
の
た
め
の
予
備
会
談
の
開
催
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

再
開
さ
れ
れ
ば
約
三
年
ぶ
り
の
交
渉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
九
一
年
一
月
に
始
ま
っ
た
交
渉
で
の
日
朝
双
方
の
対
立
点

は
、
共
和
国
の
管
轄
権
の
範
囲
や
「
韓
国
併
合
条
約
」
の
効
力
な
ど

の
基
本
問
題
を
は
じ
め
賠
償
・
補
償
問
題
、
核
兵
器
開
発
問
題
な
ど

で
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
日
本
の
朝
鮮
支
配
を
め
ぐ
る
歴
史
的
規
定

が
争
点
と
な
っ
た
。
第
一
回
交
渉
の
冒
頭
、
共
和
国
政
府
代
表
団
団

長
・
田
仁
徹
は
、
①
日
本
の
公
式
謝
罪
の
内
容
を
外
交
関
係
を
結
ぶ

際
の
公
式
書
類
に
明
記
す
る
、
②
日
本
は
一
九
一
〇
年
の
「
韓
日
合

併
条
約
」
（
韓
国
併
合
条
約
）
な
ど
が
不
法
か
つ
無
効
で
あ
っ
た
と

宣
言
す
る
、
③
補
償
問
題
を
解
決
す
る
う
え
で
、
交
戦
国
間
の
賠
償

形
態
と
財
産
請
求
権
を
と
も
に
適
用
す
る
、
④
戦
後
四
五
年
の
被
害

と
損
失
に
対
し
て
も
補
償
す
る
、
と
い
う
要
求
を
提
示
し
た
（
『
朝

日
新
聞
』
一
九
九
一
・
一
・
＝
＝
）
。
②
に
従
え
ば
、
韓
国
併
合
条

約
は
当
初
か
ら
無
効
す
な
わ
ち
不
存
在
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
チ
ョ
ム

の
朝
鮮
支
配
は
植
民
地
支
配
と
は
規
定
で
き
ず
単
に
「
強
占
」

（
強
制
占
領
）
で
あ
っ
た
た
め
、
③
の
よ
う
に
、
日
本
の
対
朝
補
償

は
戦
争
賠
償
を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
に
対
し
日
本
側
代
表
首
席
・
中
平
立
は
、
「
日
本
と
北
朝

鮮
は
戦
争
状
態
に
な
か
っ
た
。
従
っ
て
賠
償
、
補
償
を
行
う
こ
と
は

到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
」
（
同
右
　
一
九
九
一
・
一
・
三
〇
）
と

反
論
し
、
両
者
は
厳
し
く
対
立
し
た
。
「
入
り
口
議
論
」
と
も
い
わ

れ
る
こ
の
歴
史
的
規
定
の
問
題
に
お
い
て
両
者
の
隔
た
り
は
大
き

く
、
交
渉
が
再
開
さ
れ
て
も
難
航
が
予
想
さ
れ
る
。

　
日
本
の
朝
鮮
支
配
の
歴
史
的
規
定
を
大
き
く
左
右
す
る
「
韓
国
併

合
条
約
」
を
は
じ
め
と
し
た
日
韓
旧
条
約
の
有
効
性
が
問
わ
れ
た
の

は
、
こ
の
日
朝
交
渉
が
は
じ
め
て
で
は
な
い
。
一
九
五
二
年
か
ら
六

五
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
日
韓
交
渉
に
お
い
て
も
、
こ
の
問
題
は
最
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大
の
係
争
点
で
あ
っ
た
。
「
韓
国
併
合
条
約
」
を
「
有
効
に
締
結
さ
れ
、

四
八
年
の
大
韓
民
国
独
立
で
失
効
し
た
」
と
す
る
日
本
側
と
「
当
初

か
ら
無
効
」
と
す
る
韓
国
側
が
激
し
く
対
立
し
、
結
局
、
六
五
年
締

結
の
「
日
韓
基
本
条
約
」
上
で
「
も
は
や
無
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
」
（
第
二
条
）
と
い
う
、
旧
条
約
の
有
効
性
の
範
囲
の
明
言

を
避
け
る
国
際
法
上
極
め
て
異
例
の
表
現
で
妥
協
が
図
ら
れ
た
経
緯

が
あ
る
。
同
条
約
締
結
三
〇
周
年
を
迎
え
た
昨
年
、
韓
国
で
は
、

「
正
し
い
歴
史
の
た
め
の
民
族
会
議
」
と
い
う
市
民
団
体
が
韓
国
外

務
省
あ
て
に
条
約
見
直
し
の
建
議
書
を
提
出
し
た
り
（
同
右
　
一
九

九
五
・
六
・
二
三
）
、
超
党
派
の
国
会
議
員
が
、
条
約
を
破
棄
し
、

日
本
の
植
民
地
支
配
な
ど
を
明
記
し
た
新
条
約
の
締
結
を
要
求
す
る

決
議
を
国
会
で
採
択
す
る
こ
と
を
求
め
た
建
議
書
を
提
出
し
（
同
右

一
九
九
五
・
七
・
一
七
）
、
「
日
韓
基
本
条
約
」
の
見
直
し
を
求
め
る

国
会
決
議
採
択
へ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
韓
国
・
共
和
国
と
も
に
「
韓
国
併
合
条
約
」
を
は

じ
め
と
す
る
日
韓
旧
条
約
を
無
効
と
す
る
立
場
に
立
ち
、
朝
鮮
支
配

に
対
す
る
日
本
の
責
任
を
あ
ら
た
め
て
問
い
か
け
て
き
て
い
る
と
い

う
現
状
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
「
朝
鮮
植
民
地
支
配

の
合
法
性
を
問
う
」
と
い
う
副
題
を
持
つ
本
書
が
日
・
朝
・
韓
の
歴

史
研
究
者
の
共
同
作
業
の
成
果
と
し
て
編
ま
れ
た
こ
と
は
機
宜
を
得

た
も
の
と
い
え
よ
う
。
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
　
海
野
福
寿
　
研
究
の
現
状
と
問
題
点

H
　
金
吉
信
　
す
べ
て
の
旧
「
条
約
」
は
不
法
、
無
効
な
虚
偽
文
書

皿
　
琴
乗
洞
　
乙
巳
保
護
条
約
の
強
制
調
印
と
問
題
点

W
　
サ
柄
爽
　
乙
巳
五
条
約
の
新
考
察

V
　
金
基
爽
　
光
武
帝
の
主
権
守
護
外
交
・
一
九
〇
五
～
一
九
〇
七

　
年
　
－
乙
巳
勒
約
の
無
効
宣
言
を
中
心
に
－

　
　
李
泰
鎮
　
統
監
府
の
大
韓
帝
国
宝
印
奪
取
と
皇
帝
署
名
の
偽
造

　
　
海
野
福
寿
　
韓
国
保
護
条
約
に
つ
い
て

　
本
書
は
、
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
右
の
執
筆
者
の
共
同
研
究

の
成
果
で
は
な
く
、
金
吉
信
論
文
、
サ
柄
爽
論
文
が
既
発
表
論
文
の

翻
訳
で
あ
る
ほ
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
が
す
で
に
発
表
し
た
論

文
あ
る
い
は
口
頭
発
表
を
全
面
的
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
（
三

九
七
頁
）
。
そ
の
た
め
叙
述
に
重
複
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
基
本

的
な
論
調
は
、
「
一
九
〇
五
年
「
第
二
次
日
韓
協
約
」
の
強
制
調
印
は
、

国
際
法
に
違
反
す
る
不
当
な
も
の
で
あ
る
、
と
み
な
す
点
で
本
書
執

筆
者
は
一
致
し
て
い
る
L
（
一
九
～
二
〇
頁
）
と
編
者
の
海
野
氏
が

述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
海
野
氏
自
身
は
、
別
著
『
韓
国
併

合
』
（
岩
波
新
書
）
、
「
日
朝
交
渉
と
朝
鮮
植
民
地
支
配
の
責
任
」
（
歴

史
学
研
究
会
編
『
戦
後
五
〇
年
を
ど
う
見
る
か
』
所
収
）
で
「
第
二
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次
日
韓
協
約
」
や
「
韓
国
併
合
条
約
」
が
「
形
式
的
適
法
性
を
有
し

て
い
た
」
と
し
て
お
り
、
違
法
・
無
効
論
に
立
つ
他
の
執
筆
者
と
は

一
線
を
画
し
た
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
日
本
が
大
韓
帝
国
の
主
権
を
寡
奪
し
た
諸
条
約
の
中
で
、
「
第
ニ

　
　
　
　
　
　
ウ
ル
サ

次
日
韓
協
約
（
乙
巳
条
約
）
」
（
一
九
〇
五
年
一
一
月
一
七
日
調
印
）

は
国
家
が
国
際
法
上
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
示
す
外
交
権
を
奪
っ
た

条
約
で
あ
り
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
韓
国
は
日
本
の
保
護
国
と
な
っ

た
。
同
条
約
の
締
結
は
、
朝
鮮
を
実
質
的
な
植
民
地
に
お
と
し
め
た

ば
か
り
か
、
つ
い
に
は
完
全
占
領
の
併
合
条
約
に
い
た
る
法
的
な
基

礎
を
つ
く
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
「
第
二
次
日
韓
協
約
」

が
当
初
か
ら
無
効
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
条
約
に
も
と
つ
い
た
韓
国

保
護
国
制
（
統
監
制
）
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
に
し

て
締
結
さ
れ
た
「
韓
国
併
合
条
約
」
も
ま
た
無
効
と
い
う
こ
と
に
論

理
的
に
帰
結
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
朝
鮮
植
民
地
領
有
も
ま
た

無
効
で
あ
る
か
ら
、
一
九
〇
五
年
以
降
一
九
四
五
年
解
放
に
い
た
る

ま
で
の
四
一
年
間
の
日
本
の
朝
鮮
支
配
は
、
合
法
的
な
植
民
地
支
配

で
は
な
く
、
た
ん
な
る
軍
事
占
領
、
強
占
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と

す
れ
ば
そ
の
間
、
統
監
府
あ
る
い
は
総
督
府
に
よ
り
行
わ
れ
た
施
政

は
、
従
来
い
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
植
民
地
統
治
で
は
な
く
、
占
領
地

行
政
に
よ
る
一
時
的
統
治
と
規
定
さ
れ
る
（
二
〇
頁
）
。
つ
ま
り
「
第

二
次
日
韓
協
約
」
無
効
論
は
、
単
に
一
条
約
の
有
効
性
の
問
題
に
と

ど
ま
ら
ず
、
日
本
に
よ
る
朝
鮮
支
配
の
規
定
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し

か
ね
な
い
問
題
で
あ
り
、
「
い
ず
れ
に
し
て
も
、
保
護
条
約
、
併
合

条
約
の
不
当
性
を
論
じ
て
き
た
私
た
ち
は
、
そ
の
帰
結
と
し
て
日
本

の
朝
鮮
支
配
の
歴
史
的
規
定
を
い
か
に
す
べ
き
か
、
と
い
う
大
問
題

を
抱
え
こ
ん
で
し
ま
っ
た
」
（
二
二
頁
）
と
海
野
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
、

根
幹
的
な
部
分
か
ら
日
本
の
朝
鮮
支
配
の
定
義
に
再
検
討
を
迫
り
か

ね
な
い
議
論
な
の
で
あ
る
。

　
次
に
本
書
の
内
容
を
見
て
い
く
が
、
各
論
文
に
個
別
に
論
評
を
加

え
る
こ
と
は
限
ら
れ
た
紙
面
で
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は

日
韓
旧
条
約
無
効
論
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。

　
日
韓
旧
条
約
無
効
論
に
お
い
て
、
保
護
条
約
で
あ
る
「
第
二
次
日

韓
協
約
」
締
結
を
め
ぐ
り
、
次
の
二
点
が
そ
の
論
拠
と
し
て
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
第
↓
点
は
、
こ
の
条
約
調
印
が
日
本
の
脅
迫
に
よ
り
強

制
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
第
二
点
は
、
同
条
約
の
条
約

と
し
て
の
法
手
続
き
上
の
不
備
・
欠
格
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
強
制
に
よ
る
条
約
無
効
論
に
関
し
て
ふ
れ
た
い
。
「
第
二
次

日
韓
協
約
」
の
締
結
の
経
過
及
び
調
印
時
に
お
け
る
日
本
の
強
制
行

為
に
つ
い
て
は
、
各
執
筆
者
が
ふ
れ
て
い
る
（
四
～
一
〇
・
二
五
～

二
七
・
四
三
～
五
三
・
一
〇
九
～
一
一
八
・
一
四
三
～
一
四
五
頁
）

149



と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
問
題
は
、
そ
の
強

制
・
脅
迫
を
国
家
に
対
す
る
強
制
と
見
る
か
、
そ
れ
と
も
国
家
を
代

表
す
る
個
人
に
対
す
る
強
制
と
見
る
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

「
第
二
次
日
韓
協
約
」
締
結
当
時
、
す
な
わ
ち
「
無
差
別
戦
争
観
」

時
代
の
国
際
法
で
は
、
国
家
の
代
表
個
人
に
対
す
る
強
制
の
結
果
結

ば
れ
た
条
約
は
不
法
・
無
効
と
さ
れ
て
い
た
が
、
国
家
に
対
す
る
強

制
は
合
法
・
有
効
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
無

効
論
を
主
張
す
る
執
筆
者
の
多
く
は
、
「
第
二
次
日
韓
協
約
」
締
結

時
の
強
制
を
無
効
原
因
と
な
る
個
人
に
対
す
る
脅
迫
に
該
当
す
る
、

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
た
と
え
国
際
法
学
が
理
論
と
し
て
国
家
に

対
す
る
強
制
と
国
家
代
表
に
対
す
る
強
制
と
を
明
確
に
弁
別
し
た
と

し
て
も
、
個
別
具
体
的
な
適
用
に
お
い
て
、
は
た
し
て
国
家
代
表
者

に
対
す
る
強
制
と
国
家
そ
れ
自
体
に
対
す
る
強
制
が
裁
然
と
区
別
し

う
る
の
か
、
と
い
う
坂
元
氏
の
指
摘
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　

い
で
あ
ろ
う
。

　
強
制
に
よ
る
条
約
無
効
論
は
、
国
際
法
史
上
で
は
、
一
九
六
三
年

の
国
連
国
際
法
委
員
会
の
ウ
ォ
ル
ド
ッ
ク
報
告
書
に
お
い
て
、
国
家

代
表
者
に
対
す
る
強
制
に
よ
る
無
効
条
約
の
一
事
例
と
し
て
、
「
第

二
次
日
韓
協
約
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
（
三
八
・
二
一
一
・
二
三
二

頁
）
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
報
告
は
歴
史
的
な
検
討
が
な
さ
れ
た
う
え

で
の
結
論
で
は
な
く
、
坂
元
氏
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
五
年
の
ハ
ー

ヴ
ァ
ー
ド
草
案
に
依
拠
し
た
に
過
ぎ
ず
、
同
草
案
も
ま
た
一
九
〇
六

年
の
フ
ラ
ン
シ
ス
ー
ー
レ
イ
論
文
「
韓
国
の
国
際
状
況
」
を
参
考
文
献

と
し
て
引
用
し
た
に
と
ど
ま
る
、
と
い
う
。
つ
ま
り
歴
史
的
に
は
、

国
際
法
的
見
地
か
ら
の
「
第
二
次
日
韓
協
約
」
の
有
効
性
の
検
討
は

レ
イ
論
文
で
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
同
論
文

に
は
、
彼
が
調
印
直
後
の
新
聞
報
道
か
ら
解
し
た
、
「
条
約
が
調
印

さ
れ
た
特
殊
な
状
況
か
ら
、
「
第
二
次
日
韓
協
約
」
の
無
効
を
断
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
こ
と
L
を
た
め
ら
わ
な
い
、
と
い
う
一
文
が
記
さ
れ
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
国
際
法
学
に
お
け
る
「
第
二
次

日
韓
協
約
」
の
検
討
は
い
ま
だ
不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
有

効
か
無
効
か
と
い
う
判
断
は
す
ぐ
れ
て
法
律
的
判
断
を
要
す
る
問
題

で
あ
る
の
で
、
歴
史
学
と
し
て
は
、
事
実
認
定
に
よ
る
判
断
材
料
の

提
供
に
努
め
つ
つ
、
国
際
法
学
に
よ
る
徹
底
的
な
究
明
を
待
ち
た
い
。

　
次
に
、
形
式
か
ら
の
無
効
論
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
こ
れ
は
「
第

二
次
日
韓
協
約
」
の
形
式
あ
る
い
は
手
続
き
上
に
欠
陥
が
あ
り
、
条

約
と
し
て
の
慣
習
法
的
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
一
九
九
二
年
五
月
一
二
日
に
韓
国
の
新
聞
が
「
第
二
次
日
韓
協

約
」
正
本
に
皇
帝
の
署
名
捺
印
が
な
く
、
調
印
者
の
朴
斉
純
外
相
に

対
す
る
全
権
委
任
状
も
な
い
欠
格
文
書
で
あ
る
こ
と
を
報
じ
て
以
来
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ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
し
た
問
題
で
あ
る
（
一
二
頁
）
。
新
聞
報
道
に
は
、

条
約
正
本
に
は
国
家
元
首
の
署
名
捺
印
が
不
可
欠
と
す
る
初
歩
的
な

誤
解
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
（
＝
二
頁
）
、
本
書
で
も
こ
れ
を
う
け

た
記
述
が
あ
る
（
二
九
二
二
八
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
国
家
元
首
の

署
名
捺
印
は
条
約
書
正
本
で
は
な
く
批
准
書
で
な
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
以
上
議
論
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
こ
こ
で
は
、
条

約
締
結
権
を
持
つ
高
宗
皇
帝
が
批
准
し
な
か
っ
た
、
と
す
る
史
料
的

考
証
の
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
論
者
は
「
第
二
次
日
韓
協
約
」

に
は
外
交
文
書
と
し
て
の
批
准
書
が
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
（
二

八
・
六
一
・
＝
三
一
頁
）
。
し
か
し
全
て
の
条
約
に
批
准
書
が
必
要

か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
批
准
条
約
の
場
合
に
の

み
批
准
書
が
交
換
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
「
第
二
次
日
韓
協
約
」
は
批

准
条
約
の
形
を
と
ら
な
か
っ
た
か
ら
批
准
書
が
な
い
の
は
当
然
で
あ

る
（
＝
二
ー
一
六
頁
）
。
し
た
が
っ
て
批
准
書
が
な
い
こ
と
を
も
っ

て
皇
帝
が
条
約
に
同
意
し
な
か
っ
た
こ
と
の
証
拠
と
す
る
こ
と
は
誤

り
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
論
証
す
べ
き
は
、
韓
国
の
国
内
法
に
も

と
つ
く
条
約
の
批
准
、
つ
ま
り
皇
帝
の
裁
可
を
示
す
文
書
の
有
無
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
〇
四
年
「
日

韓
議
定
書
」
あ
る
い
は
同
年
「
第
一
次
日
韓
協
約
」
の
場
合
と
、

「
第
二
次
日
韓
協
約
」
の
場
合
な
ど
に
、
皇
帝
の
裁
可
が
ど
の
よ
う

に
な
さ
れ
、
ま
た
な
さ
れ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
そ
の
よ
う
な
分
析
志
向
は
見
ら
れ
ず
、
今
後
課
題
と
さ
れ
る
べ

き
問
題
で
あ
る
。

　
高
宗
皇
帝
が
「
第
二
次
日
韓
協
約
」
の
締
結
に
同
意
し
な
か
っ
た

こ
と
は
、
金
基
爽
論
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

金
基
爽
氏
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
貴
重
図
書
・
手
稿
図
書
館
の
「
金

龍
中
文
庫
」
な
ど
の
海
外
史
料
に
よ
り
、
従
来
と
か
く
ハ
ー
グ
密
使

に
の
み
注
目
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
皇
帝
の
数
次
に
わ
た
る
密
使
派
遣

に
よ
る
対
日
コ
王
権
守
護
外
交
」
の
全
貌
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
。

皇
帝
は
、
密
使
に
託
し
た
国
書
あ
る
い
は
親
書
の
中
で
自
ら
終
始
一

貫
し
て
協
約
を
認
准
し
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
論
者
は
こ
の

こ
と
を
も
っ
て
高
宗
皇
帝
が
批
准
を
拒
否
し
た
こ
と
の
証
拠
と
す
る

（
＝
二
二
・
二
二
九
頁
）
。
し
か
し
、
一
九
〇
五
年
＝
月
｝
七
日

の
「
第
二
次
日
韓
協
約
」
締
結
時
に
お
け
る
、
皇
帝
の
次
の
言
動
の

意
味
が
ク
リ
ア
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
つ
は
、
一
七
日

夜
、
御
前
会
議
を
開
か
せ
一
挙
に
調
印
に
も
っ
て
い
こ
う
と
し
て
参

内
し
た
伊
藤
博
文
特
派
大
使
に
対
し
て
、
皇
帝
は
病
気
を
理
由
に
謁

見
を
拒
否
し
な
が
ら
、
諸
大
臣
と
の
協
議
を
命
ず
る
勅
謎
を
与
え
た

こ
と
で
あ
る
（
九
・
四
七
・
五
〇
・
五
二
・
一
一
四
頁
）
。
こ
の
こ

と
は
、
た
と
え
皇
帝
が
精
神
的
脅
迫
下
に
あ
っ
た
に
せ
よ
、
大
臣
と
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伊
藤
と
の
交
渉
を
認
め
た
と
い
え
ま
い
か
。
も
う
一
つ
は
、
伊
藤
の

巧
妙
な
リ
ー
ド
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
閣
僚
会
議
の
結
果
、
伊
藤
に

よ
っ
て
「
第
二
次
日
韓
協
約
」
受
諾
は
「
賛
成
多
数
」
と
み
な
さ
れ

た
が
、
そ
の
「
多
数
決
」
の
結
果
を
宮
相
を
通
じ
て
上
奏
し
た
と
き
、

皇
帝
は
保
護
権
設
定
の
期
限
を
記
す
る
よ
う
修
正
を
求
め
た
。
こ
れ

を
受
け
て
伊
藤
は
、
直
ち
に
前
文
に
「
韓
国
ノ
富
強
ノ
実
ヲ
認
ム
ル

ニ
至
ル
迄
」
と
い
う
文
言
を
挿
入
し
た
。
こ
の
皇
帝
の
修
正
意
見
と

い
う
行
為
は
、
皇
帝
が
そ
の
時
点
で
は
条
約
受
諾
を
大
意
と
し
て
は

認
め
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
皇
帝
の
行
為

を
指
し
て
、
サ
柄
爽
氏
は
、
「
専
制
君
主
制
下
の
国
王
と
し
て
光
武

皇
帝
の
責
任
は
免
罪
さ
れ
な
い
」
（
一
一
八
頁
）
と
し
、
無
批
判
に

皇
帝
を
高
く
評
価
す
る
金
基
爽
氏
と
は
異
な
る
評
価
を
し
て
い
る
。

ま
た
「
第
二
次
日
韓
協
約
」
は
、
「
韓
日
協
商
条
約
」
と
し
て
一
二

月
一
六
日
韓
国
『
官
報
』
に
公
示
さ
れ
た
。
そ
こ
に
日
本
の
強
制
力

が
働
い
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
事
実
を
も
っ
て
形
式
的
に
は
同
条
約
が
国
内
で
成
立
し
た
と
解

さ
れ
る
。
公
示
は
条
約
締
結
権
者
の
皇
帝
の
裁
可
を
意
味
す
る
か
ら

で
あ
る
。
『
官
報
』
掲
載
に
あ
た
っ
て
皇
帝
裁
可
が
ど
の
よ
う
に
さ
れ
、

ま
た
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
自
説
に
不
都
合
な
史
実
を
回
避
・
無
視
す
る
の
は
科

学
的
な
姿
勢
で
は
な
い
。
反
証
と
思
わ
れ
る
事
実
で
も
正
面
か
ら
取

り
上
げ
、
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
で
自
説
は
強
固
に
な
っ
て
い
く
は

ず
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
の
進
展
を
待
ち
た
い
。

　
李
泰
鎮
論
文
は
、
奎
章
閣
文
庫
所
蔵
文
書
を
駆
使
し
、
一
九
〇
七

年
「
第
三
次
日
韓
協
約
」
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
、
統
監
府
に
よ
る
公

文
書
決
裁
線
掌
握
の
経
過
お
よ
び
具
体
的
構
造
を
詳
細
に
述
べ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
国
璽
・
御
璽
を
奪
取
し
、
統
監
府
文
書
職
員
ら
に
よ
っ

て
皇
帝
の
署
名
が
偽
造
さ
れ
る
と
い
う
お
ぞ
ま
し
い
も
の
で
あ
り
、

大
韓
帝
国
の
各
種
法
令
お
よ
び
行
政
処
分
に
関
す
る
最
終
決
裁
線
を

統
監
が
事
実
上
掌
握
し
て
い
く
と
い
う
「
犯
罪
行
為
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
新
事
実
は
日
本
の
朝
鮮
侵
略
の
不
当
性
を
論
証
す
る
も
の
で
あ

り
、
同
論
文
は
、
日
本
に
お
い
て
体
系
的
な
研
究
が
絶
対
的
に
不
足

し
て
い
る
、
「
第
二
次
日
韓
協
約
」
と
「
韓
国
併
合
条
約
」
問
の
日

本
の
朝
鮮
支
配
・
統
監
統
治
の
実
相
の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
研
究

と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
韓
国
内

政
権
侵
奪
の
た
め
の
国
璽
・
御
璽
奪
取
、
皇
帝
署
名
偽
造
と
い
う
「
犯

罪
行
為
」
を
も
っ
て
直
ち
に
「
一
九
一
〇
年
以
降
の
日
本
の
植
民
地

支
配
は
、
結
局
、
完
全
な
不
法
強
占
で
あ
る
こ
と
は
明
白
」
（
一
一
二

六
頁
）
と
す
る
の
は
論
理
的
飛
躍
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
W
の
海
野
論
文
は
、
韓
国
の
保
護
国
化
か
ら
併
合
に
至
る
過
程
を
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考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
第
二
次
日
韓
協
約
」
の
締
結
に
よ
る
保

護
権
設
定
は
、
日
本
が
こ
と
あ
る
ご
と
に
唱
え
て
き
た
朝
鮮
・
韓
国

の
独
立
尊
重
・
保
障
と
、
保
護
関
係
が
両
立
、
整
合
す
る
の
か
と
い

う
問
題
を
噴
出
さ
せ
た
。
こ
の
矛
盾
追
及
は
、
旧
韓
末
の
主
権
回
復

運
動
で
あ
る
義
兵
闘
争
が
大
義
名
分
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た

フ
ラ
ン
シ
ス
ー
ー
レ
イ
が
論
文
の
中
で
論
点
と
し
た
の
も
実
は
こ
の
問

題
で
あ
る
。
本
書
の
各
執
筆
者
は
レ
イ
論
文
の
ほ
ん
の
一
文
で
あ
る

強
制
に
よ
る
無
効
論
に
ば
か
り
注
目
し
、
レ
イ
が
主
眼
と
し
た
こ
の

問
題
に
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
前
述
し
た
と
お
り
「
二
次

日
韓
協
約
」
に
国
際
法
学
的
検
討
を
加
え
た
唯
一
の
論
文
と
い
え
る

レ
イ
論
文
を
、
歴
史
的
に
ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
ま
た
、
保
護
条
約
と
併
合
条
約
も
相
反
す
る
対
立
概
念
を
含
ん
で

い
る
た
め
、
こ
の
矛
盾
解
決
策
と
し
て
、
韓
国
皇
帝
が
統
治
権
譲
与

を
申
し
出
、
そ
れ
を
天
皇
が
受
諾
し
併
合
す
る
、
と
い
う
「
合
意
」

の
形
式
に
よ
る
「
任
意
的
併
合
」
の
形
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

こ
と
を
海
野
氏
は
指
摘
し
、
こ
れ
は
「
併
合
が
正
当
な
理
由
を
も
た

な
い
か
ら
こ
そ
創
作
し
た
シ
ナ
リ
オ
」
（
三
七
八
頁
）
で
あ
っ
た
と

結
ん
で
い
る
。
「
任
意
的
併
合
」
と
は
国
際
法
上
の
規
定
で
、
「
強
制

的
併
合
」
に
対
応
す
る
が
、
「
任
意
的
併
合
」
説
に
立
つ
海
野
氏
は
、

1
の
論
文
の
中
で
も
、
国
際
法
学
者
の
阿
部
浩
己
氏
の
「
征
服
に
よ

る
領
域
取
得
の
法
理
L
に
よ
る
「
強
制
的
併
合
」
説
に
対
し
て
、

「
保
護
を
与
え
る
国
で
あ
る
日
本
が
、
被
保
護
国
で
あ
る
韓
国
を
武

力
的
に
「
征
服
」
し
、
「
強
制
的
併
合
」
を
行
う
こ
と
が
論
理
的
に

可
能
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
問
を
呈
し
、
こ
れ
を
批
判
し
て
い
る

（
二
一
頁
）
。
確
か
に
一
理
あ
る
説
明
で
あ
る
が
、
事
実
上
韓
国
を

軍
事
占
領
し
て
い
た
日
本
が
、
な
ぜ
韓
国
と
交
戦
し
「
征
服
」
す
る

こ
と
を
避
け
た
か
と
い
う
問
題
は
、
当
時
の
日
本
の
財
政
問
題
や
国

際
関
係
の
面
と
も
併
せ
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
本
書
が
提
起
し
た
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
取
り
上
げ
論
評

し
て
き
た
。
日
韓
旧
諸
条
約
の
効
力
を
結
論
づ
け
る
に
は
国
際
法
学
、

歴
史
学
と
も
に
さ
ら
に
精
緻
な
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
本

書
の
各
論
文
が
示
し
た
、
日
本
の
朝
鮮
侵
略
の
具
体
的
事
実
の
分
析

は
、
歴
史
学
の
新
た
な
成
果
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
い
か
に
不

当
な
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、

た
と
え
そ
れ
ら
の
行
為
が
法
律
的
に
違
反
し
て
い
な
く
と
も
、
そ
れ

が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
少
し
も
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
理

解
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
関
連
し
て
編
者
の
海
野
氏
は
、
前
掲
論
文
の

中
で
「
「
合
法
的
」
侵
略
の
犯
罪
性
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
課
題

　
　
　
　
　
ゑ

を
指
摘
す
る
。
「
合
法
・
不
当
」
こ
そ
近
代
帝
国
主
義
の
随
伴
者
で

あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
侵
略
と
支
配
に
決
別
す
る
た
め
に
は
、
近
代
が
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た
ど
っ
た
「
合
法
・
不
当
」
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、

現
在
の
「
合
法
・
不
当
」
を
許
さ
な
い
闘
い
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
、

と
。
合
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
正
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
必

ず
し
も
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
合
法
の
名
の
下
に
行
わ

れ
る
不
当
な
行
為
こ
そ
追
及
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

逆
の
一
例
を
あ
げ
る
な
ら
、
先
述
し
た
と
お
り
義
兵
闘
争
は
日
本
が

従
来
の
日
韓
間
条
約
で
保
障
し
て
い
た
朝
鮮
の
独
立
を
「
第
二
次
日

韓
協
約
」
に
よ
っ
て
反
古
に
し
た
こ
と
を
責
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
訴
え
は
、
「
後
法
は
前
法
を
廃
す
る
」
の
原
則
に
よ
っ

て
法
律
学
的
に
は
歯
牙
に
も
か
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
こ
と
は
義
兵
闘
争
の
歴
史
的
意
義
を
少
し
も

損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
法
律
学
的
解
釈
と
は
別
次
元
で
、
事
実
認

定
の
中
か
ら
日
本
の
不
当
な
侵
略
行
為
を
ど
う
と
ら
え
、
ど
う
責
任

を
と
る
の
か
と
い
う
五
〇
年
間
無
視
さ
れ
続
け
て
き
た
課
題
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　
誤
解
を
恐
れ
ず
に
私
見
を
述
べ
る
な
ら
、
補
償
問
題
を
考
え
た
と

き
に
、
当
時
の
帝
国
主
義
国
間
の
取
り
決
め
で
あ
っ
た
国
際
法
に
照

ら
し
て
そ
の
条
約
が
有
効
か
無
効
か
な
ど
と
い
う
議
論
は
あ
ま
り
意

味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
合
法
性
を
楯
に
、
国
家
無
問
責
の
原
則

に
よ
っ
て
補
償
を
回
避
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。
日
本
は
朝
鮮
に
対
し
て
不
当
な
行
為
を
与
え
続
け
た
と
い
う
道

義
的
な
点
を
も
っ
て
補
償
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し
国
家
無
答

責
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
法
的
に
は
補
償
義
務
の
な
い
日

本
国
民
に
は
遺
族
等
援
護
法
な
ど
に
基
づ
い
て
補
償
を
行
い
続
け
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
。
日
韓
旧
条
約
は
合
法
で
あ
っ
た
と
し
て
ほ
お

か
む
り
し
、
補
償
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
現
在
の
日
本
人

の
道
義
的
責
任
を
厳
し
く
追
及
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
韓
国
・
共
和
国
か
ら
提
起
さ
れ
て
い

る
、
日
本
の
朝
鮮
支
配
の
責
任
問
題
を
率
直
に
受
け
止
め
、
真
摯
に

検
討
し
、
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
切
に
感
じ
て
い
る
。

　
な
お
、
本
書
の
一
部
と
重
複
す
る
が
、
一
九
九
五
年
八
月
、
李
泰

鎮
編
『
日
本
の
大
韓
帝
国
強
占
－
保
護
条
約
か
ら
併
合
条
約
ま
で
ー
』

（
望
薯
到
図
司
竜
刈
号
図
を
智
）
が
ソ
ウ
ル
・
カ
チ
社
か
ら
刊
行
さ

れ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

《
明
石
書
店
・
一
九
九
五
年
六
月
刊
・
A
五
判
・
三
九
七
頁
・
六
〇

〇
〇
円
》

（
－
）
坂
元
茂
樹
「
日
韓
保
護
条
約
の
効
力
i
強
制
に
よ
る
条
約
の
観

　
点
か
ら
I
」
（
『
関
西
大
学
　
法
学
論
集
』
第
四
四
巻
四
・
五
合
併
号
）

　
氏
は
論
文
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
国
際
法
は
、
確
か
に
、

　
国
家
そ
れ
自
体
へ
の
強
制
と
し
て
国
家
元
首
や
大
臣
と
い
う
職
務
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上
の
機
関
に
加
え
る
強
制
の
法
的
効
果
と
、
個
人
と
し
て
の
彼
ら

　
に
対
す
る
強
制
の
そ
れ
と
を
区
別
し
て
い
た
が
、
日
韓
保
護
条
約

　
の
よ
う
な
事
例
へ
の
具
体
的
適
用
を
考
え
た
場
合
に
、
十
分
な
区

　
別
の
基
準
を
提
供
し
て
い
た
か
ど
う
か
い
さ
さ
か
疑
問
が
残
る
。
L

（
2
）
フ
ラ
ン
シ
ス
・
レ
イ
「
韓
国
の
国
際
状
況
」
海
野
福
寿
解
説

　
日
本
の
戦
争
責
任
セ
ン
タ
i
訳
（
日
本
の
戦
争
責
任
セ
ン
タ
ー
『
季

　
刊
戦
争
責
任
研
究
』
二
号
）

（
3
）
海
野
福
寿
「
日
朝
交
渉
と
朝
鮮
植
民
地
支
配
の
責
任
」
（
歴
史
学

　
研
究
会
編
「
戦
後
五
〇
年
を
ど
う
見
る
か
』
〈
青
木
書
店
　
一
九
九

　
五
年
〉
一
二
五
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
在
籍
）
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